
第３回小児・ＡＹＡ世代のがん医療・支援のあり方に関する検討会

議事次第

日 時：平成３０年４月１８日（水） １７：００～１９：００

場 所：厚生労働省 １７階 専用第２１会議室

議 事 次 第

１ 開 会

２ 議 題

（１）医療安全について

（２）小児がん拠点病院の指定要件の見直しについて

（３）その他

【資 料】

資料１ 「小児・ＡＹＡ世代のがん医療・支援のあり方に関する検討会」開催要綱

資料２ 小児がん拠点病院における医療安全について

資料３ 小児がん拠点病院における指定要件の見直しについて

資料４ 小児がん拠点病院の指定要件の見直しに関する報告書（案）

参考資料１ がん診療連携拠点病院等の指定要件の見直しに関する報告書

参考資料２ 小児がん拠点病院等の整備について
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小児がん拠点病院における
医療安全について

1

資料２

厚生労働省健康局
がん・疾病対策課



医療安全にかかる指定要件の追加について

がん診療連携拠点病院等の指定要件における議論の中で、医療安全
についても議論された。

小児がん拠点病院の指定要件においても、医療安全にかかる要件を
追加してはどうか。
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• 特定機能病院の医療安全に関する要件を参考に、医療安全に関

する指定要件を定めてはどうか。

• 特定機能病院以外の病院では、医師や看護師等の人員を医療安

全に配置することが困難な場合もあるのではないか。

平成３０年２月１３日
第５回 がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するWG資料２より改変



（現状・課題）
これまで、我が国では、罹患者の多いがん（肺・胃・肝・大腸・乳腺）を中心に、手術療法、
放射線療法、薬物療法等を効果的に組み合わせた集学的治療や緩和ケア（以下「集学
的治療等」という。）の提供、がん患者の病態に応じた適切な治療・ケアの普及に努めて
きた。また、拠点病院等を中心に、キャンサーボードの実施、がん相談支援センターの設
置、院内がん登録の実施等に取り組み、全ての国民が全国どこにいても質の高いがん
医療が等しく受けられるよう、がん医療の均てん化を進めてきた。
しかしながら、標準的治療の実施や相談支援の提供など、拠点病院等に求められてい
る取組の中には、施設間で格差があることも指摘されている。
また、近年、医療安全に関する問題が指摘されているが、拠点病院等においても事故
が度々報告されるなど、医療安全に関する取組の強化が求められている。

（取り組むべき施策）
国は、拠点病院等における質の格差を解消するため、診療実績数等を用いた他の医
療機関との比較、第三者による医療機関の評価、医療機関間での定期的な実地調査等
の方策について検討する。

国は、拠点病院等の整備指針の要件を満たしていない可能性のある拠点病院等に対
する指導方針や、各要件の趣旨や具体的な実施方法等の明確化等について検討する。

国は、拠点病院等の要件の見直しに当たっては、ゲノム医療、医療安全、支持療法な
ど、新たに追加する事項を検討する。

第３期がん対策推進基本計画における記載（抜粋）
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平成３０年２月１３日
第５回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するWG 資料２より改変



医療法第六条の十二

病院等の管理者は、前二条に規定するもののほか、厚生労働省令で定めるところにより、医療の安全を確保
するための指針の策定、従業者に対する研修の実施その他の当該病院等における医療の安全を確保するた
めの措置を講じなければならない。

医療法施行規則第一条の十一

病院等の管理者は、法第六条の十二の規定に基づき、次に掲げる安全管理のための体制を確保しなければ
ならない（ただし、第二号については、病院、患者を入院させるための施設を有する診療所及び入所施設を有
する助産所に限る。）。

一 医療に係る安全管理のための指針を整備すること。

二 医療に係る安全管理のための委員会（以下「医療安全管理委員会」という。）を設置し、次に掲げる業務そ
の他の医療に係る安全管理のための業務を行わせること。

イ 当該病院等において重大な問題その他医療安全管理委員会において取り扱うことが適当な問題が発生
した場合における速やかな原因の究明のための調査及び分析

ロ イの分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施並び
に従業者への周知

ハ ロの改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直し

三 医療に係る安全管理のため、従業者の医療の安全に関する意識、他の従業者と相互に連携して業務を行
うことについての認識、業務を安全に行うための技能の向上等を目的として、医療に係る安全管理のため
の基本的な事項及び具体的な方策についての職員研修を実施すること。

四 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策を講ずること。

医療法上の医療安全に係わる規定
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平成３０年２月１３日
第５回がん診療連携拠点病院等の指定要
件に関するWG 資料２より抜粋



特定機能病院の承認要件における医療安全に関する項目（概要）

○ 医療安全管理責任者（副院長が担う）の配置並びに当該者による医療安全管理部門、医療安全管理委
員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の統括

○ 専従の医師、薬剤師及び看護師の医療安全管理部門への配置*

○ 医療安全管理部門による医療安全に資する診療内容等のモニタリング

○ 全死亡例及び一定基準以上の有害事象等の医療安全管理部門への報告

○ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の設置

○ 医薬品安全管理責任者による医薬品情報の整理、周知及び周知状況の確認並びに適応外、禁忌等の
処方に係る確認及び必要な指導（実施状況を確認する担当者の指名）

○ 管理者の医療安全管理経験の要件化及び管理者、医療安全管理責任者等によるマネジメント層向け研
修の受講

○ 監査委員会（委員は三人以上、委員長及び委員の半数を超える数は当該病院と利害関係のない者）に
よる外部監査（結果については公表）

○ 特定機能病院間相互のピアレビュー（管理者は年に1回以上、他の特定機能病院に職員を立ち入らせて
助言を行うと共に、他の特定機能病院からの職員の立入りと助言を受ける）

○ インフォームド・コンセントに係る責任者の配置、実施状況の確認等

○ 診療録の確認等の責任者の配置、診療録の記載内容の確認等

○ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置、規程の作成及び当該部門による規程の
遵守状況の確認等（未承認新規医薬品等も同様とする）

○ 職員研修の実施（安全管理に係る事項、監査委員会からの意見に関する事項等）

*（専従とは就業時間の8割以上を当該業務に従事する常勤職員） 5

平成２８年７月７日第７回がん診携提供体制のあり方に関する検討会 資料４より改変



小児がん拠点病院における医療安全について

• 現行の整備指針では、医療安全についての記載がない。

• 現在指定されている小児がん拠点病院は、約半数が特定機能病院である。

小児がん拠点病院の指定に、特定機能病院と同様に、医療安全管理部門の設
置や医療安全管理者の配置等の医療安全にかかる要件を追加してはどうか。

なお、人的配置については、がん診療連携拠点病院等における議論※等も踏まえ、
検討してはどうか。

※ 「特定機能病院以外の病院では、医師や看護師等の人員を医療安全に配置す
ることが困難な場合もあるのではないか。」
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現状・課題

論点



（新設）

Ⅰ 小児がん拠点病院の指定について

医療安全に関する項目として以下を追加してはどうか

• 医療安全管理部門を設置し、常勤の医師、薬剤師、看護師を医療
安全管理者として配置すること。

7

整備指針の修正案



小児がん拠点病院における指定要件見直し（案）
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施設要件

人的配置

その他

医師 薬剤師 看護師

小児がん拠点
病院

•医療安全管理部門
の設置

•医療安全管理者の
配置（右記参照）

•医療安全に関する
窓口の設置

常勤 常勤かつ専任 常勤かつ専従

•医療安全管理者
の権限の付与

•医療安全管理者
の研修の受講

医療安全に関する事項



（参考）がん診療連携拠点病院等における指定要件見直し（案）
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施設要件

人的配置

その他

医師 薬剤師 看護師

都道府県拠点

•医療安全管理部
門の設置

•医療安全管理者
の配置（右記参
照）

•医療安全に関す
る窓口の設置

常勤かつ専任
常勤かつ専任
（専従が望ましい）

常勤かつ専従

•医療安全管理者
の権限の付与

•医療安全管理者
の研修の受講

地域拠点
・

特定領域
常勤 常勤かつ専任 常勤かつ専従

地域診療 常勤
常勤

（専任が望ましい）
常勤かつ専従

医療安全に関する事項
平成３０年３月１６日
第６回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するWG 資料３より抜粋



（平成30年３月30日時点）

小児がん拠点病院に指定されている
15病院のうち、特定機能病院は８病院で
ある。

（参考）
現在指定されている全ての小児がん拠点病院において、
医療安全部門および医療安全に関する窓口が設置され
ている。
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全ての小児がん拠点病院において、
専従の看護師が配置されている。
一方、医師・薬剤師については、配置され
ていない病院もある。

15

8

8

3

5

1 3

2

看護師

薬剤師

医師

医療安全に係わる人員配置状況
(n=15)

専従 専任 常勤 配置なし

8 7

小児がん拠点病院における

特定機能病院数 (n=15)

特定機能病院 特定機能病院以外

（参考）小児がん拠点病院における医療安全の現状



小児がん拠点病院における
指定要件の見直しについて

1

資料３

厚生労働省健康局
がん・疾病対策課



医療安全管理部門の設置
医療安全管理者の配置 等医療安全の推進

2

小児がん拠点病院の指定要件見直しについて

小児がんからの移行期医療の提供・連携体制の整備
AYA世代発症のがん患者への医療の提供・連携体制の整備
AYA世代のがん患者への相談支援体制の整備 等

※「ＡＹＡ世代」とは、16～39歳のがん患者を想定しているが、機械的に年齢
で区分されるべきものではなく、患者のニーズを踏まえて、必要な医療・支援
が適切に提供されるべきものであることに留意。

AYA世代への対応

小児がん連携病院（仮称）の指定
・地域の小児がん診療を行う病院との連携
・専門性の高いがん種等についての連携や情報集約
・小児がん患者等の長期フォローアップ
情報の集約と提供 等

小児がん診療・支援の
さらなるネットワーク化

今回の指定要件見直しのポイント



小児がん診療・支援体制の将来像（案）

小児がん連携病院（仮称）

3

小児がん中央機関
（国立成育医療研究センター、国立がん研究センター）

各地域ブロック

拠点病院の連絡協議会

小児がん拠点病院

地域ブロックの連絡協議会（＊）

※小児がん連携病院（仮称）は、その役割を明確化し各地域の小児がん拠点病院と連携する。
① 地域の小児がん診療を行う病院との連携
② 専門性の高いがん種等についての連携・情報集約
③ 小児がん患者等の長期フォローアップ

＊都道府県も参画



指定要件見直し（案） ①

4

現行の整備指針 見直し（案）

小児がん連携
病院（仮称）の
指定について

（新設）

（新）小児がん拠点病院（以下「拠点病院」という。）は、
目的に応じて、①～③の類型ごとに、新たに小児
がん連携病院（仮称）（以下「連携病院」という。）
を指定し、連携を強化
①地域の小児がん診療を行う病院との連携
②専門性の高いがん種等についての連携・情報
集約
③小児がん患者等の長期フォローアップ

※ 連携病院が満たすべき要件を定める。
※ 拠点病院が連携病院の指定を行う際は、地域ブ
ロックごとに設置された協議会の意見を聴取。な
お、地域ブロックごとに設置された協議会への都
道府県の参画等を求める。

AYA世代への
対応

（新設）

（新）小児がんからの移行期医療の提供・連携体制の
整備

（新）AYA世代発症のがん患者への医療の提供・連携
体制の整備

（新）AYA世代のがん患者への相談支援体制の整備

Ⅰ 小児がん拠点病院の役割



指定要件見直し（案） ②

5

現行の整備指針 見直し（案）

診療機能 •外来で長期にわたり診療できる体制の整備

（修）長期にわたり診療・支援等ができる体制の整備
（新）小児がんからの移行期医療の提供・連携体制の

整備
（新）AYA世代発症のがん患者への医療提供・連携体

制の整備

専門的な知識
及び技能を有
するスタッフの

配置

•小児看護やがん看護に関する専門的な知識及び技
能を有する専門看護師又は認定看護師

（修）小児がん看護に関する専門的な知識及び技能を
有することが望ましい旨を記載

診療実績
•領域別の小児がん診療機能、診療実績等をわかり
やすく情報提供すること

（新）小児がん連携病院（仮称）の診療実績について
の情報提供

（新）AYA世代発症のがんの診療実績についての
情報提供

研修の実施体
制

•小児がんの診療、相談支援、がん登録及び臨床試
験等に関するカンファレンスや勉強会等の開催

（修）小児がんの医療従事者の育成も目的であること
を記載

Ⅱ 指定要件



指定要件見直し（案） ③

6

現行の整備指針 見直し（案）

情報の収集・
提供体制

（新設）

＜相談支援センターの業務＞
•小児がん患者の発育、教育及び療養上の相談

•地域の医療機関に対して相談支援に関する支援

（新）患者からの相談に医療従事者が対応できるよう
に、がん相談支援センターと医療従事者が協働

（新）教育について別項目で追加
（新）教育機関との連携

（新）がん診療連携拠点病院等の相談支援センターと
の連携も含めたＡＹＡ世代の相談支援への対応

（新）患者とその家族を支える活動への支援

臨床研究 •地域の医療機関と連携し、地域の臨床研究を推進 （修）地域の臨床研究に限定せず、臨床研究を推進

その他 （新設） （新）医療安全体制の整備



指定要件見直し（案） ④

7

現行の整備指針 見直し（案）

診療提供体制

・キャンサーボードの定期的な実施

（新設）

（新）キャンサーボードへの多職種の参加
（新）キャンサーボードの検討内容の記録

（新）保険適応外あるいは一般的ではない医療行為を
行う際の事前審査・事後評価と適切なインフォー
ムド・コンセントの取得

コメディカル
スタッフの配置

・医療心理に携わる者
・臨床心理士 （修）公認心理師

院内がん登録

・院内がん登録の推進

・がん登録実務者の配置

（修）がん登録推進法及び院内がん登録に係る指針
に基づいた院内がん登録の推進

（修）院内がん登録実務中級者の配置

臨床研究 ・地域の医療機関と連携し、地域の臨床研究を推進
（新）臨床研究法に沿った実施体制
（新）臨床研究等についての説明と、必要に応じて

専門的な施設への紹介

申請手続等
・指定の申請手続等

・指定の更新の申請手続等

（修）小児がん拠点病院の指定は、４年ごとに更新を
受けなければならないことを明記。

※その他必要な手続きの見直し
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